ふるさとシリアを描き続ける作家 ラフィク・シャミ by 西口 拓子
― 69 ― 
ふるさとシリアを描き続ける作家 ラフィク・シャミ 
 














てみると、2004 年 10 月から 2005 年 2 月まで 20 週にわたって 20 位圏内に入り続けるロングセ
ラーとなっていることが分かる。6 
彼の作品は、ドイツ語圏内での受容にとどまらず、少なくとも 24 ヶ国語に翻訳されており、





ン出身のアティーク・ラヒーミー（Atiq Rahimi 1962- ）が 2008 年のゴンクール賞を受賞し、
その作品は日本でも翻訳出版された。7 日本からは多和田葉子がハンブルク（現在はベルリン）
                                                                 
1 傍点は筆者。引用は、酒寄進一による「訳者あとがき」より。ラフィク・シャミ『蠅の乳しぼり』酒寄
進一訳 西村書店 1995 年 241 頁。 
2 2005 年の推計では、シリアの 92,3 パーセントがイスラム教徒で、キリスト教徒は 7,6 パーセントである。
青山弘之他著『現代シリア・レバノンの政治構造』岩波書店 2009 年 8 頁。 
3 Schami, Rafik: Die dunkle Seite der Liebe. München (Carl Hanser Verlag) 2004. 本稿では 2006 年 dtv (Deutscher 
Taschenbuch Verlag) 版を参照する。邦訳はなく、タイトルの日本語訳は英訳にならった。 
4 文庫版（dtv）は千ページを超す。 
5 Wild, Bettina: Rafik Schami. (dtv portrait) München (dtv) 2006. S.164. 
6 2004 年 10 月の第 42 号に 20 位でランクインした後、5～11 位の間で推移を続け、2005 年 2 月の第 8 号で
19 位になるまでベストセラーリストに入り続けた。（Der Spiegel 42/2004 から 8/2005 の Bestseller 欄を参照
した。） 
7 アティーク・ラヒーミー『悲しみを聴く石』関口涼子訳 白水社 2009 年。ラヒーミーがフランスに亡命
したのは 1984 年である。 








執筆を行うようになった。9 こうした作品は 1980 年頃から注目されるようになる。背景のひと






人々を描いた Aras Ören（1939- ）に、奨励賞（Förderpreis）がシャミに授与された。シャミッ
ソー賞自体をシャミは 1993 年に受賞している。 
さて、移民といっても二世としてドイツで生まれ育っていたり、幼少時に移住してきた場合
には、言語的なハードルは比較的低いだろう。1989 年に『猫たちの聖夜』11 でドイツミステリー
大賞を受賞したピリンチ（Akif Pirinҫci 1959- ）は、トルコ出身であるが、ドイツに来たのは 9
歳の時だった。同じくトルコ出身でも、1991 年にインゲボルク・バッハマン賞を受賞したエツ
ダマ（Emine Sevgi Özdamar 1946-  )12 は、まさに外国人労働者として 1965 年にドイツに来てい
る。一度トルコに帰り、演劇人として再びドイツに戻り、舞台の仕事や作家として活躍をして
いる。13 先日、多和田葉子とともに来日し、NHK『テレビでドイツ語』のインタビューにおい
                                                                 
8 濱崎桂子「非母語話者によるドイツ語文学 ――シャミッソー文学賞の草創期――」『ドイツにおける多
文化社会と異文化干渉』村田経和（代表）（平成 7-9 年度科学研究費補助金研究成果報告書）1998 年 69-87
頁所収。69 頁。 
9 鈴木克己「ラフィク・シャミ ――変わるものと変わらぬもの――」『人文研紀要』第 56 号 中央大学人
文科学研究所 2006 年 37-57 頁所収。37 頁。 
10 Wild 2006 S.80. シャミッソー賞創設の経緯は、濱崎 1998 年に詳しい。 
11 Pirinҫci, Akif: Felidae. München (Wilhelm Goldmann Verlag) 1989. 邦訳は『猫たちの聖夜』池田香代子訳 早
川書房 1994 年。その他の 2 作品も日本語に翻訳されている。Pirinҫci, Akif: Francis – Felidae II. München 
(Wilhelm Goldmann Verlag) 1993. 邦訳は『猫たちの森』池田香代子訳 早川書房 1996 年。Pirinҫci, Akif / Degen, 
Rolf: Das Große Felidae-Katzenbuch. München (Wilhelm Goldmann Verlag) 1994. 邦訳は『猫のしくみ 雄猫フラ
ンシスに学ぶ動物行動学』（ロルフ・デ－ゲンとの共著）鈴木仁子訳 早川書房 2000 年。 
12 浜崎桂子「異質なドイツ語――トルコ人女性作家 Özdamar について」『研究年報』第 46 号 学習院大学
文学部 1999 年 95-120 頁所収。96 頁。 
13 浜崎 1999 年 97 頁。 



























                                                                 
14 NHK 教育テレビ 2010 年 3 月 3 日放送。 
15 Wild 2006 S.34. 
16 Wild 2006 S.153. 
17 父は Ibrahim Fadél、母は Hanne Joakim である。（Wild 2006 S.12ff.） 
18 Schami, Rafik: Hürdenlauf. In: Damaskus im Herzen und Deutschland im Blick. Von Rafik Schami. München 
(Carl Hanser Verlag) 2006. 本稿での引用は 2009 年の dtv 版に拠る。S.127-150. S.127. これは、シャミがドイ
ツとシリア両国に 25 年ずつ暮らした年（1971 年）に行った講演の記録である。 
19 シャミ『片手いっぱいの星』若林ひとみ訳 岩波書店 1988 年 52 頁。Schami, Rafik: Eine Hand voller Sterne. 
Weinheim, Basel (Beltz & Gelberg) 1987. 本稿では、2009 年 dtv 版を参照する。S.33. 















ミは 1963 年、17 歳の時に入党する。Rafik Schami というペンネームは、当時の地下活動のため
に必要に迫られて作ったものだという。Rafik は友、同志、仲間といった意味で、Schami はダ
マスカス人という意味である。23 





1966 年に al Muntalak という新聞の刊行を始める。これは、文学と政治についての風刺を利
かせた記事を掲載した、およそ 2×1,5 メートルの大版の壁新聞で、月に 2 回発行し、ダマスカ
ス旧市街の路地のショーウィンドーに掲示していた。そのため上部には大人向けの、下部には
子ども向けの記事を掲載した。しかし 1969 年の秋に当局から発禁処分を受け、3 年で廃刊に追
い込まれる。26 
                                                                 
20 Schami: Hürdenlauf S.132.  
21 Wild 2006 S.17. 
22 Schami, Rafik: Kindheitslektüre. In: Damaskus im Herzen und Deutschland im Blick. München (Carl Hanser 
Verlag) 2006. 本稿での引用は 2009 年 dtv 版に拠る。S.26-37. S.29f. 
23 Schami: Hürdenlauf S.136f. 
24 Schami: Hürdenlauf S.137f., Wild 2006 S.50. 
25 Wild 2006 S.44. 
26 Schami: Hürdenlauf S.138, Wild 2006 S.51. 





1970 年 7 月にシャミは 4 年間で大学を卒業する。これは、兵役免除の理由がなくなったこと






















因だった。29 1979 年には化学の博士号を取得し、数学の学生だった Bettina Malmberg と結婚す
る。 
                                                                 
27 Wild 2006 S.54. 
28 Wild 2006 S.76, 136. 
29 Wild 2006 S.74.  
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1980 年、シャミは、同じくシリア出身の Suleman Taufiq（1953- ）、イタリア出身の Franco Biondi
（1947- )30 とレバノン出身の Jusuf Naoum（1941- ）の 4 人で「南風 外国人労働者のドイツ語」
（südwind gastarbeiterdeutsch）という文学グループを結成し、1985 年までにアンソロジー集な












徐々に人気は高まっていった。これまでに最高で 1500 人が集まったこともあるという。33 
現在の妻ロート・レープ（Root Leeb 1955- )34 との出会いも 1990 年の朗読会においてであっ
た。1991 年の『空飛ぶ木』35 以降、シャミの作品の表紙の装丁や挿絵を手がけているアーティ






                                                                 
30 Biondi は第三回シャミッソー賞（1987 年）を受賞している。 
31 最初に出版されたのは、Schami, Rafik u.a. (Hrsg.): Zwischen Fabrik und Bahnhof. Prosa, Lyrik und Grafiken 
aus dem Gastarbeiter-Alltag. Bremen 1981 であった。「南風」グループに関しては、Wild 2006 S.78ff. や濱崎 
1998 年 71 頁以降に詳しい。 
32 Wild 2006 S.88. 
33 Wild 2006 S.102.  1500 名は、テュービンゲン市での朗読会での数字。Wild 2006 S.164f. 
34 1955 年ヴュルツブルク生まれ。ミュンヘン大学でドイツ文学と哲学を学んだ後、トルコ人にドイツ語を
教授したり、フリーのアーティストとして生活するためにトラムの運転手などをしていた。1992 年にはシャ
ミとの間に息子 Emil が誕生している。 
35 Schami, Rafik: Der fliegende Baum. Die schönsten Märchen, Fabeln und phantastischen Geschichten. Illustriert 
von Root Leeb. Kiel (Neuer Malik Verlag) 1991. シャミ『空飛ぶ木 世にも美しいメルヘンと寓話、そして幻想
的な物語』池上弘子訳 西村書店 1997 年。 
36 Schami, Rafik: Die Farbe der Worte. Cadolzburg (ars vivendi) 2002. 





ミは 10 もの出版社に持ち込み、ようやく Beltz 社が出版を引き受け、1987 年に刊行にこぎつけ
た。結果、チューリヒ児童文学賞など 8 つの賞を獲得するほどの好評を博した。翌 1988 年には
ドイツ児童文学賞にもノミネートされた。39  
シャミを一躍有名にしたのは、1989 年の『夜の語り部』40 で、これは、計 150 万部を売り上















                                                                 
37 Schami, Rafik: Der Fliegenmelker und andere Erzählungen aus Damaskus. Berlin (Das arabische Buch) 1985. 邦
訳は、酒寄訳 1995 年（注 1）。 
38 Schami, Rafik: Malula. Märchen und Märchenhaftes aus meinem Dorf. Kiel (Neuer Malik Verlag) 1987. 邦訳は、
シャミ『マルーラの村の物語』泉千穂子訳 西村書店 1996 年。 
39 Wild 2006 S.112f. 通称「児童」文学賞と訳されるが、高校生くらいまでも対象としている。 
40 Schami, Rafik: Erzähler der Nacht. Weinheim, Basel (Beltz & Gelberg) 1989. 邦訳は、シャミ『夜の語り部』松
永美穂訳 西村書店 1996 年。 
41 2006 年時点での数字である。Wild 2006 S.118. 
42 ヴィルヘルム・ハウフ『隊商』高橋健二訳 岩波書店（岩波少年文庫）1995 年、『アレッサンドリア物語』
塩谷太郎訳 偕成社（偕成社文庫）1977 年。 
43 Schami, Rafik: Märchen aus Malula. 2 CDs. Ausgewählte Märchen. Schwäbisch Hall (Steinbach sprechende 
Bücher) 2005. 冒頭の部分のみシャミ自身が朗読を担当している。 
44 Schami, Rafik: Reise zwischen Nacht und Morgen. München (Carl Hanser Verlag) 1999. 本稿では 2002 年 dtv 版
を参照した。邦訳は、シャミ『夜と朝のあいだの旅』池上弘子訳 西村書店 2002 年。 
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ンがさまよっている。そしてサーカスの生活を通し、異民族が平和に共同生活を送るユートピ
ア的な生活が描かれる。 
続く 1997 年の『ミラード』45 も、「ミラードは売春宿でモラルを学んだ」という第六章の見
出しからも分かるように、「子ども向き」とは言い難い作品である。 
小説の他、政治的なエッセイも数多い。2002 年の『他国者の目で』46 は、2001 年のアメリカ





ロングセラーとなり、2005 年 8 月までに 12 万部を売り上げたという。47 この作品によって、
幅広い読者を獲得し、児童文学の作者というイメージを払拭することができた。朗読 CD が愛
好されるドイツでは、CD 版の『ダークサイド』も販売されているが、長編であるため、21 枚
組（MP3 版は 2 枚）で、合計 1590 分の長さである。 
                                                                 
45 Schami, Rafik: Milad. Von einem, der auszog, um einundzwanzig Tage satt zu werden. München (Carl Hanser 
Verlag) 1997. 本稿では 2000 年 dtv 版を参照した。邦訳は、シャミ『ミラード』池上弘子訳 西村書店 2004
年。 
46 Schami, Rafik: Mit fremden Augen. Tagebuch über den 11. September, den Palästinakonflikt und die arabische 
Welt. Heidelberg (Palmyra) 2002. 本稿では 2004 年の dtv 版を参照した。 













写真 1 マルーラ村の聖テクラ修道院（ギリシャ正教）（2009 年 12 月 25 日筆者撮影） 
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『ダークサイド』では、1870 年から 1970 年までのシリアを舞台に、仇敵同士の Muschtak 家
（カトリック）と Schhin 家（ギリシャ正教）の三代にわたる確執が繰り広げられる。軸となる


























4.1. 自伝的要素  
アデルが汗まみれになるまで遊んで帰ると、父親はご機嫌ななめだった。そうかといっ
                                                                 
48 浜崎桂子「異邦人による物語 ―― ラフィク・シャミ試論」『研究年報』第 45 号 学習院大学文学部 1998
年 149-165 頁所収。155 頁。 


































                                                                 
49 シャミ『モモはなぜ J・R にほれたのか』池上純一訳 西村書店 1997 年 160-161 頁からの引用。Schami, 
Rafik: Der Kameltreiber von Heidelberg. München (dtv) 2008 S.8. 
50 傍点は筆者。Schami: Kindheitslektüre S.28.  















さて、『ダークサイド』の核をなす Farid Muschtak と Rana Schahin の愛の物語も、1971 年に
ベイルートで母親から聞いたものだという。55 まさにドイツに向けて旅立つ直前のことで、こ











                                                                 
51 Schami: Hürdenlauf S.130. 
52 Schami: Die dunkle Seite der Liebe S.482. 
53 松永訳『夜の語り部』175 頁。Schami: Erzähler der Nacht S.153. 
54 松永訳『夜の語り部』177 頁。Schami: Erzähler der Nacht S.154. なお、物語の中では、登場人物がこうし
た体験をする場所はアメリカとされている。 
55 Schami: Die dunkle Seite der Liebe S.1026. 
56 Wild 2006 S.14f.  
57 『夜と朝のあいだの旅』152-153 頁。Schami: Reise zwischen Nacht und Morgen S.119. 
















まとめているが、これはゲーテの『西東詩集』の「うたびとの書」（Buch des Sängers)59 などを
踏襲したものである。シャミは、1977 年に体調を崩していた時に『西東詩集』を読み、魅了さ






『ミラード』の原タイトルは、Milad. Von einem, der auszog, um einundzwanzig Tage satt zu 
werden（ミラード。21 日間満腹になるために出かけていった男の話）であり、『グリム童話』
の第四話のタイトル Märchen von einem, der auszog, das Fürchten zu lernen（怖がることを習いに
                                                                 
58 Schami: Kindheitslektüre S.28f., Schami: Hürdenlauf S.135. この話は、『夜と朝のあいだの旅』で挿話として
も語られている。池上訳 387 頁。Schami: Reise zwischen Nacht und Morgen S.302f. 
59 Goethe, Johann Wolfgang von: West-östlicher Divan. In: Werke. Hamburger Ausgabe. Bd.2. München (dtv) 1998 
S.7. 『ゲーテ全集 2 詩集』生野幸吉訳 潮出版社 2003 年 84 頁。 
60 Wild 2006 S.139. 
61 Schami, Rafik / Gutzschhahn, Uwe-Michael: Der geheime Bericht über den Dichter Goethe. Der eine Prüfung auf 
einer arabischen Insel bestand. München (dtv) 2001. 
62 フランスやイギリス、ロシア、トルコ、アメリカの文学作品は入手できたものの、ドイツのものはほと
んど手に入らなかったという。（Wild 2006 S.139.） 
63 鈴木 2006 年 54 頁。 






























                                                                 
64 クリスティー『さあ、あなたの暮らしぶりを話して  クリスティーのオリエント発掘旅行記』深町眞理

































                                                                 
66 池上訳 『夜と朝のあいだの旅』236 頁。Schami: Reise zwischen Nacht und Morgen S.182. 
67 Fadél, Marie / Schami, Rafik: Damaskus. Der Geschmack einer Stadt. Zürich (Sanssouci) 2002. CD 版は 3 枚組。
冒頭のエッセイをシャミ自身が朗読している。Damaskus - Der Geschmack einer Stadt. Schwäbisch Hall 
(Steinbach Sprechende Bücher) 2008. 
68 Fadél / Schami 2002 S.18. 
69 Schami: Die dunkle Seite der Liebe S.574. 「タッブーレ」については、黒木英充「歴史的シリア」（『世界の
食文化 10 アラブ』大塚和夫編 農山漁村文化協会 2007 年 48-87 頁所収）63 頁に詳しい説明がある。 

























写真 4 ダマスカスの聖アナーニア教会。アナーニアが、サウロに洗礼を授けた。 
（2009 年 12 月 26 日筆者撮影） 
 
                                                                 
70 若林訳『片手いっぱいの星』205-206 頁。Schami: Eine Hand voller Sterne S.128.『ダマスカス』でも同じ話
が紹介されている。Fadél / Schami 2002 S.17. なお、シャミの一家が実際に住んでいたのは、パウロが逃亡




71 『片手いっぱいの星』206 頁。Schami: Eine Hand voller Sterne S.128. 聖書の記述は、「使徒言行録」 新共
同訳『聖書』（新）229-230 頁にある。 


















































写真 6 聖パウロ教会 『ダークサイド・オブ・ラブ』の冒頭では、死体の発
見場所とされる。（2009 年 12 月 26 日筆者撮影）
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である。主人公 Farid と友人は、ダマスカス大学に進学し、ある日 Bakdasch という有名なアイ
スクリーム屋に入る。すると偶然にも女主人公の Rana と友人がおり、一緒のテーブルに座る
ことができる。72 普段は会うこともかなわない二人にとっての平和なひとときとなる。物語で




















写真 7 スーク・ハミディーエにあるアイスクリーム屋 Bakdasch。『ダークサ
イド・オブ・ラブ』では何度か舞台となっている。Rana がおば（Jasmin）
とアイスクリームを食べに行ったり、Farid と Rana が偶然出会った
りする。（Schami: Die dunkle Seite der Liebe S.9, S.766）（2009 年 12 月 26
日筆者撮影） 
                                                                 
72 Schami: Die dunkle Seite der Liebe S.766. 物語の中には、これが「有名なアイスクリーム屋」だという記述
もある。Schami: Die dunkle Seite der Liebe S.9. 店の看板には Bakdash とあるが（写真 7）、シャミの小説では
ドイツ語風に Bakdasch と表記されている。 





























                                                                 
73 Fadél / Schami 2002 S.7. 
74 朗読 CD では、冒頭のエッセイは、シャミ自身が朗読を担当している。 
75 Wild 2006 S.133. 
76 リュティの言う「平面性」。シャミには「メルヘンの語り手」というイメージがつきまとうが、その語り
はメルヘンの平面的な語りとは程遠い。リュティ、マックス『ヨーロッパの昔話』 岩崎美術社 1969 年。
またプロップの言うところの「加害（欠如）」―「解消」などの対応もない。プロップ『昔話の形態学』北





ギリシャ正教の Schahin 家に生まれた Jasmin（Rana のおば）は反対を押し切り、既婚のイス
ラム教徒の男性と結婚し、国外に逃げる。数年後にダマスカスに戻ってくると、そこで待って





家族同士の Aischa と Bassam は、結婚が許されず、「別の男と結婚するか、死ぬかだ」と兄に迫
られる。二人で外国に逃亡するところを Aischa は兄に撃ち殺される。主人公の Farid は、子ど
もの時に偶然にその場面を目撃してしまう。78 
「名誉殺人」は、今日のドイツにおける報道からは「イスラム教」の産物であるという印象
を受けやすいことにシャミは注意を喚起している。たとえば 2008 年 5 月にハンブルクで 23 歳












                                                                                                                                                                       
岡誠司・福田美智代訳 水声社 1989 年。 
77 Schami: Die dunkle Seite der Liebe S.9. 
78 Schami: Die dunkle Seite der Liebe S.60. 
79 Die Zeit 2009 Nr.8. (12.02.2009) „Mord mit Ansage“. 2008 年の事件はアフガニスタン出身の家族、2005 年の
事件はクルド人の家族に起きた。 
80 Wild 2006 S.161. 
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は、2009 年にも「シリア政府を批判したという理由で 3 年の刑を宣告されたハビブ・サレ（61
                                                                 
81 若林訳『片手いっぱいの星』170 頁。Schami: Eine Hand voller Sterne S.105. 
82 Wild 2006 S.47. 
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